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静岡県御前崎付近の沖積層に見られる地震性地殻変動を示すサイクリックな岩相変
化

Cyclic change of the late Holocene depositional facies reflecting the crustal movement
around Omaezaki, Shizuoka Prefecture
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１．はじめに
静岡県南部の御前崎周辺は，駿河トラフおよび南海トラフで発生する海溝型地震に関連する地殻変動が顕著に観察さ

れる場所である．１８５４年安政東海地震の際には，御前崎周辺は１ｍ前後隆起した．しかし，この地域は地震間には
最大で年平均８ｍｍ近い大きな速度で沈降しているため，この地震隆起を示す地形変化は，現在では殆んど残っていな
い．この事例では，海溝型地震による隆起量と地震間の沈降量は，見かけ上ほぼ釣り合っている．
一方で，御前崎周辺に分布する海成段丘を研究した吾妻ほか（２００５）は，この地域が長期的には隆起傾向にある

ことを示した．つまり，約８万年前に形成された御前崎段丘は高度４８～２５ｍを示し，完新世にも最大高度１４ｍに
達する４段の段丘が形成されている．
このように御前崎周辺では，対象とする時間の長さによって観察される地殻上下変動のパターンに違いがある．この矛

盾を説明するために吾妻ほか（２００５）は，再来間隔と隆起量の異なる２種類の地震の存在を仮定した．一つは，１
８５４年安政地震のタイプで，これは上記のように変動地形としては残らない．もう一つは再来間隔が１４００－１８
００年と長く大きな隆起を伴う彼らが「Ａタイプ」と名付けた地震である．これが御前崎の長期的な隆起を担っており，
４段の完新世段丘はＡタイプの地震を示しているとされる．
しかし，彼らの調査では，段丘を構成する地下の地層の詳しい記載や年代値が得られていないために，こうした地震

の再来間隔などは良く分かっていない．そこで，御前崎周辺に分布する完新世の最高位段丘の上から沖積層基底にまで
達するボーリングを行い，地層に記録された地震性地殻変動の痕跡を解読することを試みた．

２．ボーリング結果
御前崎周辺で２本のボーリング（コア径９５ｍｍ；深度１２ｍと１４ｍ）が掘削された．ここでは記載の完了した１

４ｍコア（孔口標高約１３.３ｍ）について述べる．
深度１２．１ｍ付近より下位は，主に粘土質のシルト層で，深度１３．９５ｍ付近にＫ－Ａｈ火山灰（約７３００年

前）が観察される．深度１３．７ｍ付近まで貝化石が見られる．深度１２．１ｍから１０．８ｍ付近までは，上方細粒
化する泥質砂層のユニットの繰り返しからなる．深度１０．８ｍから９．０５ｍ付近までは，上方細粒化する砂層ユニッ
トの繰り返しからなる．同じ地点で掘削された米倉ほか（１９８５）によるボーリングデータも総合すると，深度１０．
８ｍ付近（標高約２．５ｍ）が海成層の上限と考えられる．
９．０５ｍより上位では，層厚３０ｃｍ～１．５ｍごとにサイクリックな岩相変化が見られる．一つの堆積サイクル

は，基底に侵食面を持つ砂層から始まり，下部には流水によって堆積したことを示す斜交層理が発達することが多く，上
方へ細粒化するとともに有機質になり最上部は泥炭層へと漸移する．１回の堆積サイクルは，泥炭湿地への砂の急激な
流れ込みで始まる．これは，河川の氾濫や津波の流入を示すのかもしれない．同時に湿地の排水が起こったことが，泥
炭層の堆積が途絶えることから推定される．そして，上位へと再び湿地が広がっていく過程が推定される．これは，地
震隆起とその後のゆっくりした沈降を示すと考えられる．このような堆積サイクルが，コア最上部までの区間に少なく
とも１２回認められる．

３．イベント解析
イベントの再来間隔を推定するため，泥炭層などの１４Ｃ年代測定を実施中である．測定が終わった一部のデータや，

吾妻ほか（２００５）が調査地域周辺に分布する腐食質シルト層から報告した１４Ｃ年代値を参照すると，１２回のイベ
ントは３５００年前ないし３０００年前以降に発生したと考えられる.また，１回の堆積サイクルを示す地層の厚さや，
泥炭層の厚さは一定ではなく，厚いものと薄いものが繰り返し見られる.この厚さの違いは地震の再来間隔の長さや隆起
量の違いを反映しているのかもしれない.詳細な議論は１４Ｃ年代測定の結果を待つ必要がある.
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